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桑名市学校再編計画
段階をふんだ検討のはず
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市長はいきなり光風、政和を重点指定
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合意形成が完全に欠落

市長が重点計画だしてくれたので

小学校も中学校もなくす

桑名市のど真ん中で

光風、政和のだれが合意したのか

市民運動の対抗重点もはっきりした

全体計画はひどいが

個別計画で一気に具体的な問題が浮上する
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合意形成
文科省手引き
「地域とともにある学校づくり」が求められていることを踏まえ

れば、学校統合の適否を検討する上では、学校教育の直接の受益
者である児童生徒の保護者や将来の受益者である就学前の子供の
保護者の声を重視しつつ、地域住民や地域の学校支援組織と教育
上の課題やまちづくりも含めた将来ビジョンを共有し、十分な理
解や協力を得ながら進めていくことが大切になってきます。
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過大校の問題点
文科省手引き
③ 同学年でもお互いの顔や名前を知らないなど、児童生徒間の人間関係が希薄化す

る場合がある

④ 教員集団として、児童生徒一人一人の個性や行動を把握し、きめ細かな指導を行

うことが困難であり、問題行動が発生しやすい場合がある

⑤ 児童生徒一人当たりの校舎面積、運動場面積等が著しく狭くなった場合、教育活

動の展開に支障が生じる場合がある

⑥ 特別教室や体育館、プール等の利用に当たって授業の割当てや調整が難しくなる

場合がある

⑦ 学校運営全般にわたり、校長が一体的なマネジメントを行ったり、教職員が十分

な共通理解を図ったりする上で支障が生じる場合がある
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過大校 十分な教育的配慮を
文科省手引き
小中一貫教育の導入に伴い、既存の小・中学校を一体化して新た
な校舎を建築したり、小学校又は中学校の既存校舎を活用して一
体的な教育活動に取り組んだりする事例も増えてきているところ
ですが、こうした場合にも、全体としての学校規模が過大になる
ことによって上述のような課題が生じないよう、具体的な計画を
策定・実施するに当たっては十分な教育的配慮を加えることが必
要となります。
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地域と住民に様々な改悪が同時にでる

光風、政和から小学校、中学校がなくなる

水道が民営化される

アトピー、アレルギー治療の患者負担あがる

介護保険認定の有料化

市民は反対の声をあげる 地方選挙で与党敗北続く
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益世小学校 創立明治８年１０月３０日
創立１５１年

昭和２１年１１月３日、新し
い日本の方向を示す「日本国憲
法」が公布され、平和と民主主
義の精神のもとに新しい日本の
国が誕生したのです。

「益世」の校名は、新しい日本
の国が誕生し、新しい「世」の
中に「益」（役に立つ）する人
間となるため、いっしょうけん
めい勉強する子どもが集まって
いる学校という願いがこめられ
て名づけられました。

益世小学校のあゆみ
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七和小学校 明治８年１１月２０日
森忠学校（教願寺）として創立

本校が「まもってくれてありがと
う運動」のモデル校に指定されまし
た。「まもってくれてありがとう運
動」とは、横断歩道を渡る時に、止
まってくれた運転手さんに「ありが
とう」と挨拶したり、おじぎをした
りして、お礼の気持ちを伝えること
をいいます。
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七和小学校の沿革
明治８年１１月２０日 森忠学校（教願寺）
創立
明治９年２月 芳ヶ崎学校と改称（芳ヶ崎薬
師庵）
明治１３年６月 芳ヶ崎学校新築 星川に分
校を置く（星川、嘉例川の２地区）
明治１７年７月 分校廃止 本校校舎増築
明治２０年４月２８日 小学校簡易科授業所
設置
明治２４年４月２９日七和尋常小学校と改称
昭和１３年１月 現在地に新築移転 昭和
２３年７月～２４年１１月 神田村の児童一
部受け入れ
昭和２６年３月２日 桑名市へ併合 桑名市
立七和小学校と改称
昭和３５年１２月１３日 完全給食実施

平成４年３月７日 体育館新築、竣工式挙行
平成８年２月２９日 複合式遊具完成
平成９年 ８月２９日 空調設備設置
平成 ９年９月１０日 多目的教室改修
平成１６年 ３月 地形模型及び岩石園取り壊し
跡に「やすらぎ広場」完成
平成１９年９月２５日 校舎耐震補強工事完成
平成２０年９月１３日 トイレ改修工事完成
平成２４年９月１４日 門扉設置工事完成 平
成２５年３月１１日 特別支援学級教室の改修
工事完成
平成３０年３月２６日 体育館トイレ バリアフ
リー化工事完成
特別支援学級２階教室パーテーション設置
令和元年８月全普通教室空調整備設置 iPad設
置
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七和小 20年前の
タイムカプセルを開封しました！

２０２５年１１月２０日（木）、午後１時３０
分頃より、予告してありました「２００１年３
月のタイムカプセル」を掘り起こし、開封しま
した。
当日は、好天のもと、当時の教職員、在校
（園）生やそのご家族の方など、総勢１００人
を超える方が集まりました。 多くの方が、掘
り進め、見守る中、無事にタイムカプセルがみ
つかりました。開封後の中身の保存も良好であ
り、受け取られた方の笑顔も印象的でした。
また、在校生も掘り進める状況や中身の見学を
させていただきました。
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まず10軒からお聞きしました A班
訪問対話が始まりました 4月26日

日曜日の午前中に、3人で10軒程訪問してきました。

門前払いされるかしらと、どきどきしてでしたが、どの家も快く応対下さいまし
た。

大方は、学校がなくなることは知っていましたが、市からきちんとした説明を受け
ていない。

地元の歩いて行ける学校が一番いい。

市民の意見は、聞いてもらえないの？とも。

今、不登校の子供たちは、大規模校になったら、余計に行けなくなるのでは。

一軒だけ、少子化だから仕方ないと言われました。

ほとんどの家庭ても、急に結論を出してきて、やり方が不誠実だと聞かされまし
た。

また、後日出かけたいと相談してます。
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押し付けず B班
自然体で市民の声を聞く ４月２６日
10軒ほど訪問しました。

皆さん意外といやがらず対応してもらえました。歴史古い益生小、明正中出身で地
域に育ち石取り祭りには積極的に子どもも参加している地元を愛するかたたちでし
た。

学校がなくなること知ってみえたのは5：5ぐらいでした。

市からの知らせはない。

知らないかたもおられましたが学校は近い方がいいです。

しかし、若いかたはそうでもないようです。

人口減のこともあり、新しい学校でも良いと思っているよ

市のお金の使い方が、新しいものを建設ばかりで、みんなのためになっていない。
道路拡張整備で立ち退きになったお店もありました。

学校は近くにあった方が良いが人口減は仕方なくもあり学校が合併していくのは、
田舎の学校で体験してきた。
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精義小学校 校長の声
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精義小学校 在校生の声
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精義小学校区 地域の声
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桑名市は多度学園の検証もしない

桑名市に合併した旧多度町

国の地方交付税が減額されるからと

多度町の小学校、中学校全部廃止 大規模な義務教育学校に

地域やこどもにあたえる影響調査はまったくしない

必要な検証を拒否

桑名市全域から小学校中学校の全部廃止

巨大な義務教育学校に再編 2000人越える学校
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桑名市は学校なくなるとどうなる
影響評価を行っていない
自治体の役割

学校がなくなると地域にどのような影響を与えるのか

科学的に調査して 必要な対策を行う義務がある

学校統廃合でこどもにどんな影響を与えるのか

科学的に調査し ただちにケアを行うぎむがある
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丹波市 Ｈ２９に青垣小に統合された
その年の人口と５年後の人口比較

20



丹波市青垣小学校区の声

ねばって
ねばって
ねばりぬいてほしいです

わが母校芦田小学校は、全校児童数がたしか80名以上いたのに、統廃
合の犠牲に

案の定、芦田の子ども達は激減、どんどん地域はすたれていく一方で
す。

もっとねばっていたらと猛省しています
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丹波市青垣 統合で児童生徒の相談激減
下校時刻がスクールバスでぎりぎり
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兵庫県丹波市の教育と地域を守る会
小学校統廃合された地域で
学童保育所でのお帰り時間に保護者対話実施
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丹波市の教育と地域を守る会
青垣地区での保護者アンケート

協力 華頂短期大学 渋谷郁子准教授 発達心理学
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校区別運動に 〇〇小学校を守る

過半数署名

校区の世帯数の過半数の署名を集める

カンパ

校区のお店のレジ横にカンパ箱

手作りポスター

子どもの手づくりポスター 10軒に1枚
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署名
回収はお店にと
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子どもの手作りポスター 10軒に1枚
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子どもと保護者が主役

保護者の立ち上がり

こたえて

ささえる

「考える会」の役割

川西市の緑台小学校での説明会
体育館に子どもと保護者がぎっしり
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子どもの声が一気に地域の共感を広
げました

市議会では
子どもの手紙が読み上げられました
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子どもには意見表明権がある
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７つの義務教育学校整備
1050億円の巨大公共事業

中東情勢などで、建設費高騰
高市政権の積極財政で金利高騰

義務教育学校は1校あたり
150億円
7校で1050億円
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高市政権の成長戦略

公共施設再編

学校統廃合を

新たな成長戦戦略で推し進める

同時にに

大企業、ゼネコンの大もうけの場にしていく

「成長」「地域を元気に」などの語り口で



学校教育のデジタル化
トーマツ 高石市
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学校施設の収益化
トーマツ 高石市
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ゼネコン 学校施設整備に積極的
大林組のホームページ
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AIで分析すると
桑名市財政への「致命的な」負担に
① 地方債の償還と金利リスク

建設費の多くは借金で賄われますが、現在は金利が上昇傾向にあります。1.5%～3%といった金利の
上昇は、数十年にわたる返済総額を数十億円単位で膨らませます。

 ② 他のインフラ老朽化との「二重苦」

桑名市では学校だけでなく、上下水道管の老朽化**や公共施設の更新時期が重なっています。学校建
設だけに財源を集中させると、生活インフラの維持が困難になる「インフラ危機」に直面する可能性
があります。

③ 人口減少による税収減

学校を新しくしても、それを支える現役世代（納税者）が減っていけば、1人あたりの負担額は相対
的に増えていきます。

桑名市の現在の財政規模から見て、1,000億円を超える学校整備は、極めて重い負担であることは間
違いありません。

この規模の投資を強行すれば、将来の市民サービスの低下や増税、あるいは「財政再生団体（自治体
の倒産状態）」に近い厳しい制限下での運営を迫られるリスクを含んでいます。

「本当に7校すべて新設が必要なのか」市民や議会でしっかり議論を
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市民の声を聞かない
それ自体に桑名市の弱点がある

なぜ桑名市で

政府が桑名市をモデルに学校再編事業を成長戦略に

巨大プロジェクト 子どもと教育のためなのか

介護保険要支援保険外しのモデルにして全国波及したように

予測されるはげしい市民の反対

当局戦略は分断と対立
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合意形成は校区単位で必要

全国ネット事務局（山本先生、今西）が参加し、文科省と意見交換 記録

合意形成について 2025年8月22日 文科省の見解

○ 合意形成を大切にと周知している

○ 手引きを参考資料として活かして欲しい

○自治会長だけの印鑑・合意ではなく、保護者や地域の幅広い合意が必要

○ 子供達の教育にとって良い方法、小規模校の選択もできる

○自治体には説明責任がある

○ 保護者の意見も就学前の子どもと保護者の意見も必要

○説明は一方的でなく

合意形成に向けた双方向のものにする必要がある

○ 不安の声も自治体はしっかり聞く必要がある
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校区単位で学校をまもる取り組みを

市方針教育委員会計画の問題点、弱点は「市民不在」

合意形成の欠落 誰も納得していない

身近で具体的な要求で対峙する

聞く 対話 ストリートでも訪問でも

声をもとに 要求、政策

説明会を 勝手に決めないで

こどもと保護者の声聞いて など

校区単位で「〇〇小学校をまもる会」「〇〇学校大好きの会」を
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対話で市民主役の取り組みに
校区、地域で 考える 守る
校区単位で

１００人き聞きました

その声にもとづいて みんなで考える 一歩づつ

署名(校区過半数) ポスター 共感をひろげる

自治会、保護者会、議員など

対話をどんどん

〇〇学校をまもる共同の輪をひろげる

保護者三人からでも 〇〇小学校大好きの会 など

43


	スライド 1: 桑名の教育をまもる 今後の取り組みを 考えましょう
	スライド 2: 桑名市学校再編計画 段階をふんだ検討のはず
	スライド 3: 市長はいきなり光風、政和を重点指定
	スライド 4: 合意形成が完全に欠落
	スライド 5: 合意形成 文科省手引き
	スライド 6: 過大校の問題点 文科省手引き
	スライド 7: 過大校　十分な教育的配慮を 文科省手引き
	スライド 8: 地域と住民に様々な改悪が同時にでる
	スライド 9: 益世小学校　創立明治８年１０月３０日 　創立１５１年
	スライド 10: 七和小学校　明治８年１１月２０日 　　森忠学校（教願寺）として創立
	スライド 11: 　七和小学校の沿革
	スライド 12: 七和小　20年前の タイムカプセルを開封しました！
	スライド 13: まず10軒からお聞きしました　A班 　訪問対話が始まりました　4月26日
	スライド 14: 押し付けず　　B班 自然体で市民の声を聞く　４月２６日
	スライド 15: 精義小学校　校長の声
	スライド 16: 精義小学校　在校生の声
	スライド 17: 精義小学校区　地域の声
	スライド 18: 桑名市は多度学園の検証もしない
	スライド 19: 桑名市は学校なくなるとどうなる 影響評価を行っていない
	スライド 20: 丹波市　Ｈ２９に青垣小に統合された その年の人口と５年後の人口比較
	スライド 21: 丹波市青垣小学校区の声
	スライド 22: 丹波市青垣　統合で児童生徒の相談激減 下校時刻がスクールバスでぎりぎり　
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25: 丹波市の教育と地域を守る会 　青垣地区での保護者アンケート 　　　協力　華頂短期大学　渋谷郁子准教授　発達心理学
	スライド 26: 校区別運動に　〇〇小学校を守る
	スライド 27: 署名 回収はお店にと
	スライド 28: 子どもの手作りポスター　10軒に1枚
	スライド 29: 子どもと保護者が主役
	スライド 30
	スライド 31: 子どもには意見表明権がある
	スライド 32: ７つの義務教育学校整備 1050億円の巨大公共事業
	スライド 33: 高市政権の成長戦略
	スライド 34: 学校教育のデジタル化 　トーマツ　高石市
	スライド 35: 学校施設の収益化 　トーマツ　高石市
	スライド 36: ゼネコン　学校施設整備に積極的 　大林組のホームページ
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39:   AIで分析すると 桑名市財政への「致命的な」負担に  
	スライド 40: 市民の声を聞かない 　それ自体に桑名市の弱点がある
	スライド 41: 合意形成は校区単位で必要
	スライド 42: 校区単位で学校をまもる取り組みを
	スライド 43: 対話で市民主役の取り組みに 校区、地域で　考える　守る

